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Japan 八つの記念コインシリーズを代表一点で、唯一裏側に「日本」の文字が入って

いない。 この平和記念コインは密かに計画されていた日本の侵略と、 計画の
一部であったオーストラリア連合軍の侵攻通貨を記念するものである。

軍事占領通貨
1943年、コモンウェルス銀行（Commonwealth Bank、現在はオーストラリアリザーブ
銀行）は軍事占領通貨を立案していた。 初期のデザインはオーストラリア通貨に続
いて、10 / - 、£1、£5、£10の金種であった。 これは、オーストラリアポンドの価値に
影響を与えずに占領地域の支配を取り戻すための手段として、日本の侵攻通貨を
置き換えるために提案されたのかもしれない。 日本が降伏した後、占領軍によって
日本で使用されることが主な目的だった。1943年の初期のデザインは1947-48年
に連合国が計画した日本降伏の強制に向け「日本の敗北に対する感謝と構想」に
結び付いている。

オーストラリア円
1944年初頭、 コモンウェルス銀行は新たな「侵入通貨」のデザインを円の使用を
考慮して取り組んでいた。これらはおそらく日本がオーストラリアの侵略の一部であ
るべく、 日本で使用するためであった。
新しいオーストラリアの円紙幣は、日本の侵攻計画の少なくとも1年前にデザインさ
れていた。（ダウンフォール作戦、オリンピック作戦、コロネット作戦）
1944年2月4日、シドニーの知事とコモンウェルス銀行との間で、シドニーの紙幣発
行局で円の新たな侵略通貨のデザインが計画された通信記録がある。 

（以下通信記録より）
「侵略通貨を発行する決定はまだなされていないが、‘オーストラリア軍当局’の代
わりに‘連合軍占領通貨’という言葉を組み込み、 コモンウェルスの紋章と直接関連
しない表デザインを準備してもらいたい。」

平和記念（円）コイン
この平和記念コインは上記の‘新しい特色’ に基づきデザインされた。
シンボルはオーストラリアリザーブ銀行の史籍で発見された手描きのデザインを忠
実に再現している。

全八種類の平和記念コインはアンティーク仕上げと金メッキのタイプがあります。
是非、あなたのコレクションに平和記念コインを！

www.japaneseinvasionmoney.com.au

左： オーストラリア発行の軍事占領通貨（円）に
提案されたデザイン。これら二つのデザインには
僅かに異なる ‘Fiat Justitia（正義は行われよ）’
のシンボルが使用されている。

右： 円札用にデザインさ
れた手描きのオリジナル
シンボル。 
栄誉の月桂冠、正義の剣
と天秤（司法権）、 
‘Fiat Justitia（正義は行
われよ）’の文字が含まれ
ている。


